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会
場
の
ブ
ー
ス
が
11
時
に
開

店
さ
れ
る
と
同
時
に
、
ケ
ヤ
キ

並
木
の
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

浜
岡
原
発
を
考
え
る
静
岡
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
放
射
能
汚
染
水
放

出
に
反
対
す
る
会
、
反
貧
困

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
さ
よ
う
な
ら

原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ

ン
実
行
委
員
会
、
原
子
力
資
料

情
報
室
・
ワ
タ
シ
の
ミ
ラ
イ
、

東
海
第
２
原
発
差
止
訴
訟
団
、

原
子
力
空
母
の
母
港
化
の
是
非

を
問
う
住
民
投
票
を
成
功
さ
せ

る
会
の
順
に
ミ
ニ
集
会
が
開
催

　

集
会
後
に
は
パ

レ
ー
ド
が
原
宿
・
渋

谷
の
２
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
、
国
労
は
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
仲
間

と
一
緒
に
原
宿
コ
ー

ス
の
２
・
３
㎞
を
パ

レ
ー
ド
し
な
が
ら
、

原
発
に
依
存
し
な
い

社
会
の
実
現
を
訴
え

た
。
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メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
13

時
40
分
か
ら
ダ
ー
ス
レ
イ
ダ
ー

さ
ん
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
、「
た
く
さ
ん

の
人
を
犠
牲
に
し
、
生
み
出
し

た
核
の
ご
み
を
処
理
で
き
な
い

原
発
に
さ
よ
う
な
ら
を
」
と

ラ
ッ
プ
で
訴
え
た
。

　

14
時
か
ら
落
語
家
の
古
今
亭

菊
千
代
さ
ん
の
司
会
進
行
で
集

会
が
開
始
さ
れ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
呼
び

か
け
人
の
鎌
田
慧
さ
ん
（
ル
ポ

ラ
イ
タ
ー
）
が
、「
平
和
利
用

と
主
張
し
た
原
発
が
原
子
力
潜

水
艦
に
利
用
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
原
発
に
未
来
は
な
い
。

再
稼
働
を
許
さ
な
い
運
動
を
拡

げ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転

換
さ
せ
よ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
を
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
の
畠
山
澄
子
さ
ん
が
行

い
、「
ア
ラ
ス
カ
で
氷
河
が
溶

け
出
し
、
深
刻
な
海
面
上
昇
が

続
い
て
い
る
。
気
候
危
機
問
題

は
先
進
国
が
原
因
を
作
り
、
責

任
の
な
い
国
々
が
犠
牲
に
な
っ

て
い
る
。
核
兵
器
が
使
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
を

抱
え
て
生
き
る
こ
と
を
当
た
り

前
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
訴

え
た
。

　

リ
レ
ー
ス
ピ
ー
チ
に
移
っ

て
、
ワ
タ
シ
の
ミ
ラ
イ
の
立
山

大
貴
さ
ん
は
気
候
危
機
に
関
し

て
語
っ
た
。

　

原
子
力
資
料
情
報
室
の
高
野

聡
さ
ん
は
、「
茨
城
県
常
陸
大

宮
市
で
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
地
層
処
分
の
文
献
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｍ
７
ク
ラ

ス
の
地
震
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
の
あ
る
活
断
層
が
確
認
さ
れ

て
い
る
」
と
、
解
決
出
来
な
い

核
ゴ
ミ
問
題
を
指
摘
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
全
国
ご
当
地

エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
の
山
崎
誠
さ

ん
は
、
全
国
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

　

３
１
１
甲
状
腺
が
ん
子
ど
も

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
笠
谷
航

平
さ
ん
は
、「
甲
状
腺
が
ん
に

よ
っ
て
若
い
患
者
の
将
来
の
選

択
肢
が
狭
ま
れ
て
い
る
」
と
告

発
し
た
。　

　
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」
一
千
万
署
名
市
民
の
会
主
催
の
「
よ
う

こ
そ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
！ 

原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
の
実

現
を
！ 

さ
よ
う
な
ら
原
発
９
・
23
全
国
集
会
」
が
、
９
月
23
日

に
東
京
都
渋
谷
区
の
代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
、
労
働
者
・
市

民
４
０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

近
年
、
大
規
模
な
災

害
が
全
国
各
地
で
頻

発
し
て
い
る
が
、
今

年
も
令
和
８
年
熊
本

地
震
や
千
葉
県
を
中

心
に
度
重
な
る
豪
雨

被
害
な
ど
甚
大
な
被
害
が
で
て

い
る
。
多
く
の
死
傷
者
が
発
生

し
、
い
ま
だ
に
多
く
の
被
災
さ

れ
た
方
が
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
▼
国
労
は
組
合

員
の
声
を
受
け
て
熊
本
地
震
カ

ン
パ
を
取
り
組
ん
で
い
る
。
物

価
高
の
中
、
被
災
さ
れ
た
地
域

を
助
け
た
い
と
思
う
気
持
ち
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
し
っ
か

り
と
被
災
地
に
届
け
て
い
き
た

い
▼
鉄
道
に
つ
い
て
も
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
い
る
が
、
復
旧

に
向
け
昼
夜
を
問
わ
ず
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
に
も
感
謝
す
る

▼
今
後
、
国
土
交
通
省
要
請
を

予
定
し
て
い
る
が
、
災
害
か
ら

の
復
旧
と
と
も
に
、
防
災
・
減

災
の
視
点
か
ら
、
そ
う
し
た
事

業
に
対
す
る
、
補
助
や
支
援
、

税
制
の
減
免
措
置
な
ど
も
求
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
全
国
各

地
で
い
つ
鉄
路
が
寸
断
さ
れ
る

災
害
が
発
生
す
る
の
か
分
か
ら

な
い
気
候
条
件
で
あ
り
、
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
▼

ま
た
、
世
界
各
地
で
も
災
害
が

発
生
し
て
お
り
、
ネ
パ
ー
ル
で

は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い

る
が
Ｉ
Ｔ
Ｆ
（
国
際
運
輸
労
連
）

か
ら
支
援
要
請
が
あ
り
、
国
労

と
し
て
も
交
運
労
協
を
通
し
災

害
支
援
基
金
の
拠
出
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
岩
）

主催者挨拶する鎌田共同代表

　

高
市
早
苗
首
相
は
２
０
２
６

年
４
月
の
自
民
党
大
会
で
、
来

年
の
党
大
会
を
改
憲
発
議
の
目

途
が
立
っ
た
状
態
で
迎
え
た
い

な
ど
と
発
言
し
た
。
現
在
、
衆

参
の
憲
法
審
査
会
で
は
改
憲
を

喧
し
く
呼
号
す
る
声
ば
か
り
が

目
立
つ
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

喫
緊
の
課
題
と
し
て
改
憲
を

要
求
す
る
世
論
は
ほ
と
ん
ど
存

在
し
て
い
な
い
。
急
激
な
物
価

上
昇
の
な
か
で
大
変
な
混
乱
と

苦
し
み
に
直
面
す
る
市
民
生
活

に
対
す
る
政
策
こ
そ
が
、
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環

境
で
は
、
世
論
醸
成
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
『
い
の
ち
を
見
つ

め 

平
和
を
つ
な
ぐ
、
憲
法
理

念
の
実
現
を
求
め
る
全
国
署

名
』を
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

各
級
機
関
は
積
極
的
な
取
り
組

み
を
お
願
い
す
る
。

【
全
国
署
名
ア
ピ
ー
ル
】

　

日
本
国
憲
法
は
「
基
本
的
人

権
の
尊
重
」、「
主
権
在
民
」、「
戦

争
の
放
棄
」を
基
本
理
念
と
し
、

憲
法
前
文
の「
国
際
協
調
主
義
」

の
考
え
と
一
体
と
な
っ
て
、
日

本
の
国
家
像
を
形
づ
く
っ
て
い

ま
す
。 

　

国
際
社
会
の
安
全
保
障
環
境

が
不
安
定
化
し
て
い
る
と
煽

り
、
現
実
に
則
し
て
憲
法
を
変

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
国

憲
法
の
気
高
く
崇
高
な
理
念
に

少
し
で
も
近
づ
け
る
平
和
外
交

と
恒
久
平
和
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
世
界
秩

序
の
安
定
の
た
め
の
先
頭
に
立

つ
べ
き
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
立
憲
主
義
に
基
づ
く
市

民
が
主
役
と
な
る
社
会
、
す
べ

て
の
国
の
人
々
が
お
互
い
を
尊

重
し
合
い
、
戦
争
の
な
い
国
際

社
会
の
実
現
の
た
め
に
、「
い

の
ち
を
見
つ
め 

平
和
を
つ
な

ぐ
、
憲
法
理
念
の
実
現
を
求
め

る
全
国
署
名
」
に
参
加
し
て
声

を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

【
政
府
・
国
会
要
請
】

　

私
た
ち
は
、
政
府
・
国
会
に

次
の
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

１
．
私
た
ち
市
民
が
求
め
て
い

な
い
憲
法
「
改
正
」
は
や
め
て

く
だ
さ
い
。 

２
．
大
軍
拡
路
線
を
止
め
て
、

社
会
保
障
や
教
育
の
充
実
な
ど

市
民
生
活
を
優
先
し
て
く
だ
さ

い
。 

３
．
日
本
政
府
は
、
世
界
平
和

の
実
現
の
た
め
に
国
際
社
会
の

先
頭
に
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
署
名
締
切
】

　

●
第
１
次
集
約

　
　

２
０
２
６
年
11
月
30
日

　

●
第
２
次
集
約

　
　

２
０
２
７
年
３
月
31
日

 デモ行進する国労組合員



２０２６年１１月１日（日曜日） 第３３１６号（�）国   鉄   新   聞 （ 　 　 　  ）毎月１日発行
１部４０円

　

ス
ト
ラ
イ
キ
実
施
や
労
使

協
議
を
通
じ
た
解
決
金
の
請
求

な
ど
の
正
当
な
組
合
活
動
を
警

察
・
検
察
側
が
「
企
業
恐
喝
」
や

「
強
要
」
に
あ
た
る
と
し
て
、
全

日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
働
組
合

関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
の
湯
川

裕
司
委
員
長
ら
に
問
わ
れ
て
い

た
恐
喝
罪
等
の
控
訴
審
判
決

（
京
都
事
件
）
が
10
月
５
日
に

大
阪
高
等
裁
判
所
で
言
い
渡
さ

れ
、
検
察
側
の
控
訴
を
全
件
棄

却
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
被
告
人

全
員
を
無
罪
と
し
た
２
０
２
５

年
２
月
26
日
の
一
審
・
京
都
地

裁
判
決
が
全
面
的
に
維
持
さ
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。

　

判
決
前
の
事
前
集
会
で
関
西

生
コ
ン
支
部
細
野
書
記
長
は

「
本
来
労
使
間
で
合
意
・
解
決

し
た
事
案
を
、数
年
後
に
警
察
・

検
察
が
意
図
的
に
掘
り
起
こ
し

事
件
化
し
、
長
期
勾
留
や
組
織

切
り
崩
し
を
図
っ
た
捜
査
手
法

に
断
固
抗
議
す
る
」と
述
べ
た
。

　

判
決
後
の
報
告
集
会
で
は
、

弁
護
団
か
ら
主
文
の
公
訴
棄
却

が
伝
え
ら
れ
た
後
、
湯
川
委
員

長
か
ら
「
組
織
代
表
と
し
て
万

が
一
の
不
当
判
決
に
備
え
て
内

部
体
制
の
見
直
し
を
想
定
し
て

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・

環
境
は
全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に

「
平
和
な
世
界
を
つ
く
る
の
は
私

た
ち
、
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
」
を
開
催

し
、
日
米
軍
事
一
体
化
で
す
す

む
軍
事
力
強
化
は
、
自
治
の
破

壊
や
生
命
を
脅
か
す
こ
と
に
つ

な
が
る
こ
と
を
共
有
し
て
き
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
集
約
と
し

て
、
９
月
23
日
に
東
京
・
代
々

木
公
園
で
「
進
む
軍
事
力
強
化

に
反
対
す
る
全
国
集
会
」
が
開

催
さ
れ
、
国
労
も
関
東
在
住
の

組
合
員
を
中
心
に
参
加
し
た
。

　

９
月
26
日
、
米
子
市
文
化

ホ
ー
ル
に
て
国
労
米
子
地
区
本

部
主
催
の
労
働
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
（
も
の
づ
く

り
産
業
労
働
組
合
）
山
陰
か
ら

松
田
政
策
委
員
長
・
福
田
副
書

記
長
の
二
人
を
招
き
「
地
域
間

格
差
の
是
正
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
Ｍ

山
陰
の
春
闘
の
取
り
組
み
」
と

題
し
て
、講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

松
田
政
策
委
員
長
よ
り
、「
地

方
と
都
市
部
の
格
差
が
拡
大
し

人
材
の
流
出
は
止
ま
ら
な
い
。

格
差
是
正
の
取
り
組
み
は
、
地

域
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
考
え

る
運
動
」「
人
が
少
な
い
か
ら

諦
め
る
の
で
は
な
く
、
地
方
か

ら
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
」な
ど
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
田
副
書
記
長
か

ら
Ｊ
Ａ
Ｍ
山
陰
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
本
部
の
春
闘
方
針
の

柱
と
し
て
①
物
価
高
の
中
で

も
実
質
賃
金
を
維
持
す
る
た
め

の
目
標
額
の
設
定
。
②
大
手
と

中
小
の
格
差
の
改
善
（
３
０
０

人
未
満
と
１
０
０
０
人
以
上
で

は
、
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
格

差
は
拡
大
）。
③
賃
金
の
絶
対

額
を
重
視
し
、
賃
金
水
準
に
こ

だ
わ
っ
た
要
求
の
追
及
（
年
代

別
の
あ
る
べ
き
金
額
を
設
定
）。

④
実
質
賃
金
の
維
持
・
向
上
と

あ
る
べ
き
水
準
と
の
乖
離
の
格

差
是
正
を
目
指
す
。
具
体
的
に

は
１
７
０
０
０
円
以
上
の
人
へ

の
投
資
を
求
め
る
。
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

個
別
賃
金
要
求
の
作
成
に
向

け
①
組
合
員
全
数
調
査
を
基
に

し
た
Ｊ
Ａ
Ｍ
１
人
前
ミ
ニ
マ
ム

基
準
の
作
成
。
②
標
準
労
働
者

の
要
求
基
準
と
し
て
の
、
到
達

基
準
（
全
単
組
が
到
達
す
べ
き

水
準
）、
目
標
基
準
（
到
達
基
準

に
達
し
て
い
る
単
組
が
目
標
と

す
べ
き
水
準
）
の
作
成
。
③
年
齢

別
最
低
賃
金
基
準
（
有
期
雇
用

の
無
期
転
換
・
中
途
採
用
者
の

採
用
時
賃
金
対
応
）
な
ど
の
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
心
テ
ー
マ
の
「
地

域
間
格
差
是
正
の
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
は
、
人
材
確
保
を
す

べ
く
Ｊ
Ａ
Ｍ
本
部
の
春
闘
要
求

に
上
乗
せ
し
た
額
を
格
差
是
正

分
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
会
社

回
答
は
ま
だ
ま
だ
組
合
要
求
に

応
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
23
春
闘
か
ら
行
う
「
春
闘

い
た
。
無
罪
に
安
堵
し
て
い
る

が
、
他
の
事
件
で
不
当
に
有
罪

判
決
を
受
け
た
り
、
刑
が
確
定

し
て
苦
し
む
仲
間
が
依
然
と
し

て
存
在
す
る
な
か
、
素
直
に
喜

び
き
れ
な
い
。
無
罪
を
獲
得
し

て
も
、
弾
圧
を
受
け
た
時
点
か

ら
自
分
た
ち
の
時
間
は
止
ま
っ

て
お
り
、
奪
わ
れ
た
時
間
は
金

銭
補
償
等
で
決
し
て
返
っ
て
こ

な
い
。
捜
査
機
関
や
マ
ス
コ
ミ

に
反
社
会
的
勢
力
・
暴
力
団
と

同
等
に
扱
わ
れ
、
組
織
が
被
っ

た
巨
大
な
損
害
や
名
誉
の
毀
損

は
計
り
知
れ
な
い
。
警
察
や
検

察
に
謝
罪
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
手
で
組
織
を

回
復
・
再
建
さ
せ
て
い
く
」
と

決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

無
罪
判
決
を
受
け
、
労
働
組

合
活
動
を
事
件
化
し
て
功
績
と
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がん保険の枠を超え、一 人ひとりに畢適な安心を

保障と相談サポートで

あなたによりそう

ミライト

{No.1}直各社の統合報告書などに基づくアフラック調べ(2024年3月時点）

保障と相談サポー トで一 人ひとりに最適ながん保険

幅広い

保障
アフラックの

よりそうがん相談

サポー ド

がん治療だけでなく、がんの検診後の

精密検査、診断前の通院、

治療から治療後の生活サポー トまで、

幅広くがんに対する備えを提供します。

r 
専門知識を持った

よりそうがん相談サポー ター が

あなたの不安や悩みを傾聴し、

適切にサポー トします。
ヽ? ノ

（＊）アフラックのよりそうがん相談サポー トは、Hatch Healthcare株式会社が提供するサー ビスであり、アフラックの提供する保

険またはサー ビスではありません。よりそうがん相談サポー トおよび案内する各種サー ビスの内容は、2025年3月17日 現在の

ものであり、将来予告なく変更または中止される場合があります。サー ビスの詳細は、アフラックオフィシャルホー ムペー ジ

(https://www.aflac.eo.jp/keiyaku/gansoudansu pp ort.html)をご確認ください。

〈募集代理店〉（アフラックは代理店制度を採用しています） 〈引受保険会社〉

「生きる」を創る。 アフラック生命保険株式会社
法人第二営業部
〒163-0456 東京都西新宿2-1-1新宿三井ビル20階 
Tel.03-6385-9829

P24239 AFアツ諜—2024-0472-2506007 11月22日一
アベニール株式会社
〒105-0004 東京都港区新橋５－１５－５交通ビル3階
Tel.03-3437-6810

実
務
担
当
者
会
議
」
の
実
施
や

「
地
方
Ｊ
Ａ
Ｍ
と
の
連
携
」
が

運
動
前
進
の
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
①
要
求
の

結
集
率
の
向
上
（
単
組
で
取
り

組
み
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
）。
②

回
答
・
妥
結
で
の
結
集
に
向
け

た
努
力
（
回
答
・
妥
結
の
足
並

み
を
揃
え
る
）。
③
価
格
転
嫁

の
取
り
組
み
（
企
業
体
力
が
な

い
為
、
賃
上
げ
原
資
を
確
保
す

る
。
政
治
・
行
政
を
動
か
す
取

り
組
み
）。
④
共
闘
体
制
の
強
化

（
地
域
相
場
の
引
き
上
げ
に
向

け
、
同
業
種
や
地
方
連
合
と
の

連
携
）。
⑤
単
組
の
組
織
力
の
強

化
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
実
質
賃
金
の
維
持
・
向
上
」

「
企
業
規
模
・
地
域
格
差
の
是

正
」
に
こ
だ
わ
り
、
一
つ
一
つ

の
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
大

き
な
運
動
へ
と
広
が
る
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
米
子
地
区
本
部
発
）

し
た
「
警
察
庁
長
官
賞
」
の
撤

回
・
返
納
を
求
め
る
東
京
で
の

警
察
庁
前
ハ
ン
ス
ト
行
動
が
10

月
６
日
～
８
日
の
３
日
間
で
取

り
組
ま
れ
、
多
く
の
支
援
者
が

応
援
に
駆
け
付
け
た
。

報告する JAM 山陰福田副書記長

進む軍事力強化に反対する全国集会

無罪判決の報告（大阪高裁前）

警察庁前でのハンスト


